
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ○各教科での基礎・基本の徹底と見方・考え方の育成 

 ○「聴いて、考えて、つなげる」学び方を身に付ける 

 ○言語能力と思考力・判断力・表現力の向上  

 ○家庭と連携した、家庭学習習慣の定着 

 

 

 

 

 ○校内授業研究会や校内研修会を充実させ、「聴く・話す」をもとに、UDやキャリア教育の視点を取り入れた授業改善 

 ○課題に対して、常に意識を高め、迅速かつ適切な初期対応を行い、課題解決に向けて、チームで取組む 

 ○学校アンケートの結果や意見を今後の活動に反映させるとともに、人材の育成や発掘に努める 

 ○冠中学校区（保・幼・小・中）の連携強化（9年間を見通した付けたい力の育成）と家庭学習の充実 

 

 

○担任や特別支援コーディネーター、SSW、S 

 C、関係機関と連携し、個別の支援に努める 

○職員で共通理解をし全職員で指導にあたる 

○安心できる学級と見通しを持てる授業づくり（ユ

ニバーサルデザインでの視覚化・焦点化・共有化） 

 

 

○明るく、元気である 

○素直で優しい 

○課題に熱心に取組む 

○自己有用感や持続力、 

活用力を高めたい 

  

○ルールを守り居心地の良い学級づくり、いじめ・不登

校の未然防止、早期発見・対応、相談体制の強化 

○防災・防犯教育と訓練の充実（自分で命を守る視点）              

○教職員の安全点検等、危機管理の徹底 

何ができるようになるか 

○学校教育の基本 

 

がｌｔ 

 

 

 

何が身に付いたか 

○学習評価を通じた学習指導の改善 

資質・能力の育成 

 

○人権教育・道徳教育（相手意識を持ち、認め合い、励ま 

 し合い、あたたかな聴き方・やさしい話し方ができる） 

○キャリア教育（意欲を持ち、協働して課題解決をする） 

○体験活動の充実（あいさつ・そうじ・クラブ・委員会・ペア

学年活動・地域やボランティアの方との交流） 

○体力の向上（自分の目標に粘り強く取組める） 

○健康教育・食育・安全教育の推進（自ら進んで、自他

の体や命を大切にできる） 

○生活習慣・生活規律・学習規律の定着 

実施するために何が必要か 

○指導体制の充実、家庭・地域との連携･協働 

○キャリア教育の推進（授業・学校・地域への参画力）                    

○学校評議員や各種学校ボランティア、PTA、地域、  

開放委員会、コミュニティセンターとの連携                                  

○HPや学校便り、学年便り等による情報発信の充実      

学校教育目標：一人ひとりの人権を尊重し、個性を大切に、主体的に考え、進んで行動できる、心豊かな子どもを育てる 

重点目標：創造力豊かに粘り強く考え、励まし合い、学びを深め合う、全員参加の授業づくり 

どのように学ぶか 

○教育課程の実施単元を 

高槻市立冠小学校グランドデザイン  

 

子どもの実態 

 

 

○命や体を大切にする子 

○自ら課題を見つけ、考え、学

び、伝え合うことができる子 

○仲間を思いやり、違いを認め合

い、助け合える子 

○自分の存在に、自信を持てる

子 

めざす子ども像 

何を学ぶか 

○教育課程の編成 

 

がｌｔ 

 

 

 

子供の発達をどのように支援するか 

○配慮を必要とする子供への指導 

豊かな人間性 健康・体力 

安心・安全を守る 開かれた学校作り 

○あたたかい聴き方とやさしい話し方を基盤とした活動 

○学びの道や学びのプラン、冠スタンダードの徹底 

○キャリア教育による教科横断的な資質能力の育成 

○UDの視点を取り入れた授業づくり 

 

○確かな学力を身に付ける（考える力の向上） 

○学習や体験したことを生かして活用する力を付ける 

○課題解決に向けて、自主的、主体的な学びの確立 

○確かな学力を育む（学びに向かう力の育成） 

○「あたたかい聴き方、やさしい話し方」ができる 

○自ら考えを持ち、友と学び合い、考えを深め、行動する 


